
５
月
の
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り

の
日
差
し
を
受
け
て
満
開
に

咲
く
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
。

レ
ー
ス
編
み
の
白
い
コ
ー
ス

タ
ー
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
よ
う
。

正
式
名
は
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
」。
名
前
の
わ
か
ら
な
い
も

の
の
総
称
で
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン

ジ
ャ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

モ
ク
セ
イ
科
の
落
葉
高
木
。

新
枝
の
先
端
に
円
錐
状
の
集
散

花
序
で
、
先
が
細
長
く
４
裂

し
た
白
い
花
を
び
っ
し
り
と
つ

け
、
綿
帽
子
の
よ
う
に
新
緑
を

覆
う
。
庭
木
と
し
て
観
賞
用
に

植
え
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
珍

し
い
木
の
ひ
と
つ
。

円
覚
寺
塔
頭
・
松
嶺
院
に

あ
る
木
は
小
ぶ
り
な
が
ら
花

付
き
が
見
事
。
清
楚
な
白
い

花
を
な
が
め
て
い
る
と
、
心

が
清
め
ら
れ
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

　
　
円
覚
寺
の
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ

文　
　

小
林　

千
穂

写
真　

古
川
三
紀
雄

       
       

完
成
ま
ぢ
か
、
５
月
に
公
開

完
成
ま
ぢ
か
、
５
月
に
公
開

鎌
倉
に
流
鏑
馬
の
新
稽
古
場

　

大
日
本
弓
馬
会
（
鎌
倉
市

御
成
町
・
会
員
約
１
２
０

人
）
の
新
し
い
稽
古
場
「
鎌

倉
教
場
」
が
鎌
倉
市
関
谷
の

原
野
を
切
り
開
い
て
造
ら
れ

て
い
る
。
す
べ
て
の
整
備
が

完
成
す
る

の
は
７
、

８
月
に
な

り
そ
う
だ

が
、
５
月

中
旬
に
馬

場
開
き
を

行
い
、
稽

古
を
開
始

す
る
。
31

日
は
こ
け

ら
落
と
し

の
流
鏑
馬

が
披
露
さ

れ
る
。

　

同
会
は

１
９
３
９

（
昭
和
14
）
年
に
設
立
。
鎌

倉
時
代
由
来
の
日
本
弓
馬
術

の
保
存
、
普
及
及
び
古
式
馬

術
の
実
践
、
指
導
に
よ
り
我

が
国
伝
統
文
化
の
発
展
に
努

め
る
と
と
も
に
、
馬
術
文
化

を
通
じ
た
国
際
親
善
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

当
初
は
三
浦
市
に
稽
古
場

が
あ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年

11
月
か
ら
２
４
年
４
月
ま
で

鎌
倉
市
の
深
沢
地
域
整
備
事

業
用
地
の
う
ち
、
市
有
地

９
７
９
３
㎡
を
暫
定
利
用
し

て
い
た
。
区
画
整
理
事
業
の

開
始
に
伴
い
、
２
０
２
４
年

秋
か
ら
は
静
岡
県
御
殿
場
市

に
稽
古
場
を
移
し
た
。
し
か

し
、
鎌
倉
や
都
内
に
住
む
会

員
が
稽
古
に
通
う
に
は
時
間

鎌
倉
の
景
色
は
、

名
所
だ
け
で
で
き
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
▼
一
歩
路
地

に
入
れ
ば
、
そ
こ
に

広
が
る
の
は
住
む
人
々
の
手

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
静
か
で

品
の
あ
る
情
景
で
す
▼
丁
寧

に
手
入
れ
さ
れ
た
生
垣
、
玄

関
先
に
並
ぶ
大
小
の
植
木
鉢
、

季
節
の
訪
れ
を
告
げ
る
庭
先

の
小
さ
な
花
々
▼
そ
れ
ら
が

連
な
り
、
観
光
地
と
は
違
う

鎌
倉
の
「
日
常
の
顔
」
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
▼
派
手
さ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
む
人
が

こ
の
街
を
慈
し
む
気
持
ち
が
、

道
端
の
緑
一
つ
ひ
と
つ
か
ら

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す

▼
名
所
旧
跡
を
巡
る
の
も
良

い
で
す
が
、
こ
う
し
た
名
も

な
き
路
地
を
歩
き
、
誰
か
の

暮
ら
し
の
気
配
を
感
じ
る
時
、

鎌
倉
と
い
う
街
の
本
当
の
奥

深
さ
に
触
れ
た
気
が
し
ま
す

▼
今
日
も
ふ
と
足
を
止
め
、

道
端
の
小
さ
な
自
然
を
眺
め

て
い
ま
す
。

（
Ｎ
）

5月5月

　
　
整
備
中
の
鎌
倉
教
場
の
馬
場
＝
鎌
倉
市
関
谷　

24

▼
菖
蒲
祭　

５
日
13
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
無
病
息
災
な

ど
祈
願
。

▼
草
鹿
神
事
５
日
13
時
、

鎌
倉
宮
。
古
式
の
装
束
の
射

手
が
、鹿
の
形
の
的
を
射
る
。

▼
清
正
公
大
祭　
５
日
９

時
半
、
妙
法
寺
。

▼
春
の
み
ど
り
と
花
の
ま

つ
り　
４
・
５
日
10
〜
15
時
、

長
久
保
公
園
。

▼
腰
越
漁
協
み
な
と
ま
つ

り　
10
日
８
時
半
、開
催
式
。

腰
越
漁
協
。（
２
面
に
紹
介
）

▼
第
67
回
逗
子
海
岸
花
火

大
会

21
日
19
時
20
分
〜
20

時
15
分
。

▼
徳
崇
大
権
現
会・
大
般
若

経
転
読
会

22
日
13
時
、
宝

戒
寺
。北
条
一
族
の
慰
霊
供
養
。

▼
慈
善
茶
会

23
日
８
時

〜
15
時
受
付
。
鎌
倉
大
仏
殿

高
徳
院
。

▼
開
山
忌

23
・
24
日
、

建
長
寺
。

▼
白
旗
神
社
例
祭

28
日

10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

白
旗
神
社
。

が
か
か
り
す
ぎ
て
、
新
規
入

門
者
が
ほ
ぼ
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。

　

同
会
は
な
ん
と
か
、
鎌
倉

市
内
に
稽
古
場
を
も
ど
し
た

い
と
、
再
三
市
に
申
し
入
れ

を
し
て
い
た
が
、こ
の
ほ
ど
、

関
谷
に
あ
る
県
有
地
を
鎌
倉

教
場
と
し
て
使
わ
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
、
５
月
中
旬

か
ら
稽
古
が
開
始
さ
れ
る
。

　

坂
本
和
弘
会
長
（
87
）
は

「
子
ど
も
た
ち
が
鎌
倉
の
伝

統
文
化
の
流
鏑
馬
を
語
れ
る

よ
う
に
こ
こ
か
ら
流
鏑
馬
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
。
射
手
で
同
会

常
任
理
事
の
瀬
端
祐
也
さ
ん

（
47
）
は
、「
恵
ま
れ
た
環
境

の
な
か
、
新
し
い
馬
場
で
ど

こ
ま
で
上
達
で
き
る
か
楽
し

み
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

馬
場
を
建
設
す
る
費
用
の

ご
く
一
部
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
っ
て
い

る
。
目
標
は
１
５
０
０
万
円

で
５
月
15
日
ま
で
。
返
礼
品

に
流
鏑
馬
の
招
待
な
ど
が
あ

る
。詳
細
は
同
会
の
Ｈ
Ｐ
で
。

江
ノ
電
の

新
型
車
両
７
０
０
形

４
月
19
日
か
ら
運
行

江
ノ
島
電
鉄
は
４
月
19

日
、
20
年
ぶ
り
の
新
型
車
両

導
入
と
な
る
「
７
０
０
形
」

（
２
両
編
成
）
の
営
業
運
転

の
出
発
式
を
鎌
倉
駅
で
行
っ

た
＝
写
真
。

出
発
式
で
は
黒
田
聡
社
長

が
「
江
ノ
電
は
人
の
つ
な
が

り
、
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
電

車
。
７
０
０
形
は
ま
さ
に
そ

う
い
う
電
車
で
、
安
全
面
・

環
境
面
で
も
最
新
技
術
を
導

入
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。
続

い
て
、
運
転
士
と
車
掌
に

小
学
生
か
ら
花
束
の
贈
呈
、

く
す
玉
開
披
が
行
わ
れ
た
。

７
０
０
形
は
駅
長
の
「
出
発

進
行
」の
合
図
で
８
時
38
分
、

藤
沢
駅
に
向
け
出
発
。「
一

番
列
車
」
目
当
て
に
早
朝
か

ら
１
０
０
人
近
く
が
列
を
つ

く
り
乗
車
し
た
。

新
型
車
両
の
導
入
は
２
０

０
６
年
３
月
の
５
０
０
形

以
来
で
、
既
存
の
主
流
の

１
０
０
０
形
に
代
わ
る
次
世

代
を
担
う
車
両
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
前
照
灯
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

使
い
、
シ
ャ
ー
プ
な
顔
立
ち

で
、
海
側
の
座
席
を
対
面
に

し
て
、
海
の
景
色
が
楽
し
め

る
設
計
に
し
た
。
車
内
に
防

犯
カ
メ
ラ
や
通
話
型
の
非
常

通
報
装
置
を
設
置
。
車
い
す

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
し

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
よ

い
動
力
装
置
と
ブ
レ
ー
キ
装

置
を
導
入
し
、
１
０
０
０
形

と
比
べ
消
費
電
力
量
を
約

49
％
減
ら
す
な
ど
、
安
全
・

安
心
・
快
適
性
の
向
上
と
環

境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

    

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
で
巡
回
教
員

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
で
巡
回
教
員

      

鎌
倉
市
、レ
ン
タ
ル
業
者
か
ら
無
償
貸
与

　

鎌
倉
市
は
中
学
校
の
訪
問

型
の
通
級
指
導
教
室
の
教
員

の
移
動
の
足
と
し
て
電
動
三

輪
自
動
車
「
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
」

を
活
用
す
る
こ
と
を
決
め
、

４
月
３
日
、
市
教
育
委
員
会

と
レ
ン
タ
ル
事
業
者
「
ｅ
Ｍ

ｏ
Ｂ
ｉ
（
エ
モ
ビ
）」（
東
京

都
）
と
の
間
で
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
車
両
２
台
が
23

日
、
通
級
指
導
室
の
拠
点
校・

市
立
大
船
中
学
校
に
納
車
さ

れ
た
。

　
　

市
教
委
は
昨
年
度
か
ら

通
級
指
導
教
室
を
整
備

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
不
安
を
感
じ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
個
別
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
中

学
校
で
は
「
訪
問
型
」

と
し
て
大
船
中
学
校
を

拠
点
に
教
員
が
各
校
を

巡
回
し
て
い
る
が
、
学

校
に
は
公
用
車
は
な
い

た
め
公
共
交
通
機
関
で

の
移
動
が
多
く
、
沢
山

の
教
材
を
抱
え
て
の
移
動
が

大
変
で
そ
の
手
段
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
市
内

で
電
動
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
の
レ

ン
タ
ル
事
業
を
展
開
し
て
い

る
同
社
か
ら
提
案
が
あ
り
、

３
人
乗
り
の
２
台
の
電
動

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
が
無
償
貸
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

通
級
指
導
教
室
は
市
内
の

中
学
９
校
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
同
校
の
７
人
の
教
員
が

他
の
８
校
を
巡
回
す
る
。
現

在
約
60
人
の
生
徒
が
指
導
を

受
け
て
い
る
と
い
う
。

　

主
任
の
石
坂
理
穗
教
諭
は

「
す
ー
っ
と
行
っ
て
す
ー
っ
と

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
の
が
あ
り
が

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
ト
ゥ

ク
ト
ゥ
ク
で
の
移
動
開
始
は

担
当
教
員
が
車
の
運
転
に
慣

れ
て
か
ら
に
な
り
そ
う
だ
。

  

巡
回
指
導
に
当
た
る
教
員
と

  

大
船
中
学
校
の
太
田
洋
校
長
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